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｟
一
財
｠自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
金
を
活
用
し
、
市

で
は
、
第
８
支
会
内
の
自
治
会

｟
令
和
元
年
10
月
７
日
時
点
｠

へ
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
パ
ソ
コ

ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
備
品
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進

課
地
域
支
援
係

宝

く

じ

の

助

成

金

で

地

域

づ

く

り

ご
み
の
焼
却
禁
止
と

ま
き
ス
ト
ー
ブ
等
を
使
用
す
る
際
の
配
慮

　

ご
み
類
の
焼
却
は
、
法
律
や

都
の
条
例
に
よ
り
原
則
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
類

は
、
分
別
し
て
市
の
回
収
や
地

域
の
資
源
回
収
へ
出
す
な
ど
、

適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
や
暖

炉
の
使
用
に
伴
う
、
煙
の
に
お

い
や
す
す
の
粉
じ
ん
に
関
す
る

相
談
も
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
定
期
的
に
掃
除
し
、
使
用

す
る
際
は
、
風
向
き
や
洗
濯
物

の
有
無
を
確
認
す
る
な
ど
、
近

隣
へ
の
最
大
限
の
配
慮
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課
環

境
対
策
係

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か

ら
受
け
た
病
気
や
け
が
に
つ
い

て
も
、
保
険
証
を
使
っ
て
医
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
受
診
の
際
は
、
必

ず
、
第
三
者
か
ら
受
け
た
病
気

や
け
が
で
あ
る
こ
と
を
医
療
機

関
等
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病
届
」を
保
険
年
金
課｟
市

役
所
１
階
｠
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
で
医
療
費
を

一
時
的
に
立
て
替
え
、
加
害

者
や
加
害
者
が
加
入
す
る

自
動
車
保
険
会
社
等
に
請

求
し
ま
す
。

※
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
場
合
や
示
談
を
済

ま
せ
た
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。
事
前

に
必
ず
保
険
年
金
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
仕
事
上
の
病
気
や
け

が
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先
の
労

働
者
災
害
補
償
保
険
｟
労
災
保

険
｠
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
け
ん
か
や
泥
酔
な
ど

に
よ
る
病
気
や
け
が
に
つ
い
て

は
、
給
付
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険

…
保
険
年
金
課
給
付
係
▽

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
…

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者

医
療
係

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
と
交
通
事
故

タ
ー
ン
を
試
算
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に

つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
H Ph
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p
s
:
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/
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を

ご

覧
に
な
る
か
、
青
梅
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

青
梅
年
金
事
務

所
☎
30
・
３
４
１
０

11

月

30

日

は
「

年

金

の

日

」

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
す
日
と
し
て
11
月
30
日
を

「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年

金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未

来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利

用
す
る
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み

額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

介
護
保
険
料
の
減
免

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
介
護
保
険
料

の
納
付
が
困
難
で
、
収
入
の
減

少
等
が
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
第
１
号
被
保
険
者
｟
65
歳
以

上
｠
は
、
申
請
に
よ
り
、
介
護

保
険
料
の
減
免
が
特
例
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
象

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維

持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤

な
傷
病
を
負
っ
た
第
１
号

被
保
険
者

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維

持
者
の
事
業
収
入
等
｟
事
業

収
入
、
不
動
産
収
入
、
山
林

収
入
、
給
与
収
入
｠
が
前
年

と
比
べ
て
３
割
以
上
減
少

し
た
場
合
で
、
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収

入
等
に
係
る
所
得
以
外
の

前
年
の
所
得
が
400
万
円
以

下
の
第
１
号
被
保
険
者

※
こ
の
制
度
は
、
国
の
基
準
に

基
づ
く
特
例
措
置
で
、
年
金

収
入
の
み
の
方
は
対
象
外

で
す
。

　

条
件
や
計
算
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｟
記

事
ID
…
２
２
４
４
９
｠
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
介
護
保
険
課
介

護
保
険
管
理
係

　

三
田
地
区
は
、
二
俣
尾
、

沢
井
、
御
岳
・
御
岳
山
の
３

つ
の
地
区
に
大
き
く
分
け
ら

れ
、
15
の
自
治
会
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
定
期
総
会
の
縮
小
開
催

を
は
じ
め
、
第
５
支
会
と
各

自
治
会
の
行
事
の
ほ
と
ん
ど

が
縮
小
ま
た
は
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
自
治
会
行
事
に
つ
い

て
も
、
開
催
の
目
途
が
立
た

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
異

常
気
象
に
よ
る
災
害
が
全
国

各
地
で
発
生
し
、
特
に
九
州

地
方
で
は
台
風
に
よ
る
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
施
設
の

不
足
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所

へ
の
避
難
や
、
県
外
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に

制
約
が
生
じ
る
な
ど
の
問
題

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

三
田
地
区
で
も
、
昨
年
の

台
風
19
号
で
は
、
大
雨
に
よ

り
山
林
斜
面
の
崩
落
な
ど
の

土
砂
災
害
が
３
か
所
、
河
川

の
氾
濫
が
２
か
所
、
橋
の
流

出
が
１
か
所
な
ど
、
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
三
田
地

区
の
自
主
防
災
対
策
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍か

に
お
け
る
避

難
所
の
開
設
・
運
営
つ
い
て

の
検
討
・
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

三
田
地
区
を
「
安
全
で
安

心
な
住
み
よ
い
町
」
と
す
る

た
め
、
各
自
治
会
を
は
じ
め

関
係
諸
団
体
と
の
連
携
を
図

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災

対
策
を
重
点
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

青
梅
市
自
治
会
連
合
会
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問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推

進
課

自
治
会
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
64

令
和
２
年
度
三
田
地
区
の
現
状
に
つ
い
て
の
思
い

自
治
会
連
合
会
第
５
支
会
長　

平
岡　

孝
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国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
平
成
31
年
２
月
1
日
以
降

に
出
産
し
た
方
は
、
申
請
に
よ

り
、
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年

金
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
す
で
に
そ
の
他
の
免
除
制

度
を
利
用
し
て
い
る
方
も
、
申

請
が
必
要
で
す
。

対
象　

国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
、
出
産
日
が
平
成
31

年
２
月
１
日
以
降
の
方

免
除
さ
れ
る
期
間　

出
産
日

｟
出
産
予
定
日
｠
が
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

｟
産
前
産
後
期
間
｠

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産

日
｟
出
産
予
定
日
｠
が
属
す

る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６

か
月
間

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
｟
４

か
月
｠
以
上
の
出
産
｟
死
産
、

流
産
、
早
産
を
含
む
｠
を
言

い
ま
す
。

※
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
を

す
で
に
納
付
し
て
い
る
場

合
は
、
還
付
｟
返
還
｠
さ
れ

ま
す
。

※
産
前
産
後
期
間
も
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
、
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法　

本
人
確
認
書
類
、

印
鑑
、
出
産
日
｟
出
産
予
定

日
｠
が
確
認
で
き
る
母
子
手

帳
等
の
書
類
を
お
持
ち
の

う
え
、
保
険
年
金
課
｟
市
役

所
１
階
｠
へ

※
母
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、

確
認
書
類
が
複
数
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
届
け
出
が
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

平
成
31
年
２
月
1
日
以
降
に
出
産
し
た
方
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

い

い

み

ら

い

△三田地区防災訓練（令和元年度）

マ
ス
ク
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
伴

い
、
使
用
済
み
マ
ス
ク
の
ポ
イ

捨
て
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
み
マ
ス
ク
に
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
雑

菌
が
付
着
し
て
い
ま
す
。
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
に
も
、
使
用

済
み
マ
ス
ク
は
自
宅
へ
持
ち
帰

り
、
正
し
く
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

　

使
用
済
み
マ
ス
ク
を
捨
て
る

際
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▽
ご
み
に
直
接
触
れ
な
い
。

▽
ご
み
袋
は
し
っ
か
り
し
ば
っ

て
封
を
す
る
。

▽
ご
み
を
捨
て
た
後
は
手
を
洗

う
。

※
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
い
合
わ
せ　

清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課
清
掃
係

使
用
済
み
の
家
電
製
品
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

　

市
役
所
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
住

友
金
属
鉱
山
ア
リ
ー
ナ
青
梅

｟
総
合
体
育
館
｠
に
、「
使
用
済

小
型
家
電
専
用
回
収
ボ
ッ
ク

ス
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

対
象　

携
帯
電
話
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
、

携

帯

音

楽

プ

レ

ー

ヤ
ー
、
カ
メ
ラ
｟
使
い
捨

て
カ
メ
ラ
を
除
く
｠、
携

帯
ゲ
ー
ム
機
、
電
子
辞
書
、

カ
ー
ナ
ビ
、
補
助
記
憶
装
置

｟
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
等
｠、
電

卓
、
シ
ェ
ー
バ
ー
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
、
イ
ヤ
ホ
ン
、
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
、
付
属
品
｟
ア
ダ
プ

タ
ー
、
コ
ー
ド
類
｠　

ほ
か

※
投
入
口
｟
30
㎝
×
15
㎝
｠
に

入
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
電
池
類
は
外
し
て
く
だ
さ

い
。

※
個
人
情
報
は
消
去
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
民

応
募
条
件　

市
内
で
撮
影
し
た

も
の
▽
２
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上

▽
未
発
表
作
品
に
限
る
▽

１
人
３
点
ま
で
応
募
可
▽

応
募
作
品
の
返
却
不
可
▽

被
写
体
の
肖
像
権
侵
害
等

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対

し
、
市
は
一
切
の
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
▽
氏
名
等
も
あ

わ
せ
て
掲
載
し
ま
す
▽
作

品
の
電
子
デ
ー
タ
の
提
出

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
▽
個
人
情
報
は
本

事
業
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
報
お
う
め
新
年
号
掲
載
写
真
募
集

応
募
方
法

12
月
７
日｟
必
着
｠

ま
で
に
作
品
｟
裏
面
に
住

所
、
氏

ふ

り

が

な名
、
電
話
番
号
、
タ

イ
ト
ル
を
記
入
｠
を
郵
送
ま

た
は
直
接
秘
書
広
報
課
｟
市

役
所
４
階
｠
へ

※
選
考
結
果
は
、
12
月
上
旬
ご

ろ
に
本
人
へ
通
知

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課
広

報
係


